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はしがき

この指導書は、船舶の自動制御と遠隔制御について概要を記述したものであり、又、

電子機器についても簡明に記述してあるが、適用に当っては、船主、造船所及びメーカ

と十分協議されることが必要であろう。 

船舶の自動制御、遠隔制御については幾多の専門図書が発行されているので、詳細に

ついては、それらを十分に読まれることを望みます。 

なお、本書は競艇の交付金による日本財団の助成金を受けて作成したものである。 
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